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II. サの精神 

政治家十戒 
  

伝統を採用し、その有意義な-また組織的な-適用と実現を図ることは重要

である。しかし、これらすべてが、淡い精神的なゲームや紙のアイデアに

とどまっていてはならない：歴史的に強力なものになるためには、内面的

な態度を加えなければならず、それなしには何も重要なものにならないの

である。 
  

国家社会主義にとって-序文で指摘したように-兵士は、民族共同体の自然

な分裂の重要な一部であり、闘争の時には、戦闘的な国家社会主義者の戦

闘的な組織形態であるだけでなく、兵士は、党がそのシュトルム-アッペ

イルングに期待することを達成できるように、戦闘員に非常に具体的な要
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求をする倫理原則、人生に対する態度である！ 
  

これらの要求は、1977年の夏に「政治的兵士の十戒」としてまとめられ、

それ以来、私たちのコミュニティで完全に受け入れられるようになりまし

た。それは、戦時中と戦後の政治的兵士の豊富な経験と生活態度から生ま

れたものであり、SA戦士の経験と冒険、「長い夜」の活動家、そして何

よりも全国の青年運動の経験に基づいている。苦闘、挫折、苦難と犠牲、

迫害、禁止、弾圧の長い年月であったが、同時に、統一され、全国的に機

能する運動への飛躍の年月でもあった。十戒」は残り、より多くの新しい

ブラウンシャツの兵士を捕らえました。それらは、抽象的な信念、生活と

は異質な道徳的概念、達成不可能な要求ではなく、闘争者の直接的な経

験、闘争の必要性に対する洞察から生まれたものであり、生活の中で証明

されており、したがって、我々の政治的兵士の生活の基礎を形成するもの

であった： 
  

FAITH ！ 

OBEY ！ 

ファイト！ 

BE TRUE ！ 

BE COMRADELY ！ 

自分自身に取り組む 

BE DISCREET ！ 

BE TAPPER ！ 

BE PROUD ！ 

BE MERCILESS ！ 

  

この十戒は、互いに密接に関係し、融合し、補完し合い、参照し合ってい

る。最初の3つの戒め「信じよ！従え！戦え！」は、他のすべてのものが

そこから派生する主要な要求であり、それらはすでに歴史的SAのブラウ

ンシャツに同じ定式で適用されていた！  
 

しかし、全体として、この十戒は、新しい世代の国家社会主義者の私たち

の闘いから生まれ、またこの闘いの中で自らを証明したものである--それ

は過去の青臭いコピーではなく、現在の生活の現実である。 
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8年前から、再び新しいSAが誕生した。「政治的兵士の十戒」はその基本

法であり、新しいブラウンシャツの生活を形作り、形成している。このよ

うな時代には、独自の伝統がすでに発展している。それは、たとえ古い形

式に立ち返り、過去の闘いをその本質的かつ永続的な側面において継続す

るとしても、過去のテントの模倣では決してありえない。したがって、私

は、この「政治的兵士の十戒」が、未来の世代の国家社会主義者の探究す

る目に、SAの伝統の新しい、第10の側面として、つまり、我々の民族の

未来と発展のための終わりのない闘いの内なる貢献として現れることを期

待している。ちょうど、ナチの禁止を克服する方法が、いつか茶シャツ軍

の輝かしい歴史における我々の外なる貢献となるかもしれないように！ 
 
 

FAITH ！ 
  

信仰は私たちの生業です！ 
  

人は本当に信仰を求めることができるのだろうか。信じることができると

いうことは、人間の意志の力をほとんど無視することであり、人が何かを

信じたり失ったりするのは、自分が望むか望まないかとはまったく無関係

なことなのではないだろうか。  
 

実際、国家社会主義者の考えを「信じる」ことはできないし、そうすべき

でもない。それは宗教でもイデオロギーでもない：  
 

国家社会主義とは、簡単に言えば、環境における人間の生物学的性質と目

的を実現し、自分の小さな人生の快適さと幸福のためだけでなく、自然の

秩序の実現のために働くという理想的な決意をするものである。このよう

な新秩序のために戦うために、国家社会主義者は、自分たちを国家社会主

義党に組織する。そして、この党は、すべての党員、とりわけその政治的

兵士に、3重の信仰を要求する：党への信仰、同志への信仰、自分自身へ

の信仰である！そして、この要求される信仰は、あらゆる意味で意志の問

題であり、それは「真実を保持する」行為ではなく、「信頼する」決意で

あるからである！信じよ！」という戒めは、イデオロギーやその他の主張

が真実であることを要求するのではなく、政治的兵士に対して、もはや自
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分の人生の中心を独立した希望の実現に見るのではなく、この人生を、そ

こから意味と価値を得る共同体に託すことを要求するのである！ 
  

党への信頼感：  
  

党は、人民の組織された生きる意志であり、新秩序のために戦う共同体で

あり、党の中で、また党を通してのみ、新秩序が可能になる。だからこ

そ、国家社会主義者は、自分の人生を党に委ねるのです：彼は、多くの点

で国家社会主義について自分の考えを持っているかもしれない-それは良

いことであり正しいことでさえある-が、党については決して「正しい」

ことはありえない。党は道を示し、国家の前衛であり、党に従う者だけが

国家を実現することができる。党が常に正しいのはそのためである。すべ

ての決定が常に正しくなければならないからではなく、目標が正しいから

であり、党によって組織された仕事、党によって導かれた闘争がなけれ

ば、この目標は決して達成されないであろう！党がなければ、国家社会主

義は、意味と一貫性を失った無数の知的サークルや政治的セクトに分解さ

れる。つまり、国家社会主義労働者と戦闘員の意志の集団的努力は、それ

ぞれの新しい世代によって更新され、引き継がれ、最終的にブルジョア体

制よりも強くなり、体制を克服し、新秩序を確立し、したがって、わが民

族の生存とより高い発展を保証すると、心の隅々まで信頼している場合に

のみ可能である！ 
  

仲間を信じること：  
 

党は、管理機構ではない。それは、国家社会主義の労働者、闘士、指導者

の生きた共同体であり、したがって、偉大な目標のために共に努力する、

国家のすべての人々の精神的統一体である。この団結は、現在生きていて

活動的な党の同志だけでなく、何百万人もの死者も、そしてまだ来ていな

い我々の運動の世代も含んでいるのである。党への信頼-民族の組織的な

前衛の必要性-は、したがって、同志への信頼、すなわち、同じ目標に満

たされ、同じ献身をもって、党の枠組みの中で働き、戦う人々への信頼に

よって補完される！自分の無私の心、現世よりも大きく、現世よりも長い

目標に自分の人生を捧げることは、それ自体で価値がある。理想主義者は

常に、物質主義者よりも喜ばしい現象であり、最終的にはより幸福な人生

を送る。しかしそれは、自分の同志が自分のそばに立ち、自分自身が病気
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や死、迫害や投獄、その他の理由でやめなければならなかった場所で、常

に闘いを続けているという確信によってのみ、本当の意味を得る。私たち

が、先に戦った同志たちの仕事と闘いを引き継ぐように、引き継ぐ同志が

必ずいるからです。私たちは決して孤独ではない。たとえ良心の牢獄や流

刑地という孤独な場所にいても、私たちは常に、私たちよりも長生きし、

やがて私たちの願い、目標、願望を実現する同志たちの生きた共同体の一

部である。 
  

自分を信じること： 
 

  党と共同体に完全に身を委ね、もはや自分のためではなく党のために

なっている自分の人生を委ねるという決断は、すぐに下される。それを維

持するためには、党と同志への信頼を失うことなく、同時に自分と自分の

力への信頼も失ってはならない。信じている人は、自分が思っている以上

に強いものである！ 
 
 

OBEY ！ 
  

服従は我々の革命の偉大な美徳である！ 
  

国家社会主義党は、組織された生きる意志として、またわが国の前衛とし

て、党員同志の信頼を主張する。しかし、その偉大な目標を達成できるよ

うにするためには、これに続いて服従を要求する。すべての党の同志、と

りわけ、政治的兵士は、党に、他の誰にも従わない。彼らは、命令の意味

を理解しているかどうかにかかわらず、また、党の命令が自分の希望に対

応しているかどうかにかかわらず、遠慮なく、全力を尽くしてそうするの

である。政治家の兵士にとって、服従の義務は、自分の命を犠牲にすると

ころまで行く： 
  

卍の旗に忠誠を誓う者は、まだ自分のものであるものが何も残っていな

い！ 
  

政治的兵士は、ドイツ労働者階級の革命党に、二重の服従の義務を負って

いる：  
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政治的兵士の組織形態として、シュトルム・アブテイルングは、党の下部

組織であり、また、依然として党の下部組織である。党と対等のパート

ナーとして向き合うのではなく、政治的には党の道具であり、組織的には

その政治的兵士の生命表現である。党に反対する政治的兵士を煽り立てる

者、党を利己的な政治的思想を持つ独立した政治的要因とする者、党に忠

実に仕え、それによってフォルクスゲマインシャフトを実現するのではな

く、党の上や横に自分を置きたい者は、党の敵である！政治的兵士は、党

とその指導者に従い、自分と党の間に楔が打ち込まれることを決して許さ

ない！しかし、党内で、あるいは党とその下部組織の間で対立が生じた場

合、個々の政治的兵士は、党とその指導者に直接従属する！政治的兵士

は、党のバックボーンである。彼は、自分自身が壊されたり、反党的な行

動に移されたりすることを決して許してはならない。党の存続と成功は、

彼にかかっている！  
 

しかし、原則として、政治家兵士にとって党を体現するのは直属の上司で

あり、その命令は死ぬまで実行しなければならない。しかし、党は、幹部

に対する盲目的な服従を決して要求しない。「国家社会主義者は、勝利の

ために服従する」！ 
  

彼は自分自身で考えることができ、また考えるべきであり、国家社会主義

について自分自身の個人的な理解を持っており、そこから提案やアイデア

を述べるべきである。上司は、そのような提案やアイデアに対応し、それ

を実行するか、あるいは、なぜそれがこの方法あるいは現在では適用でき

ないかを説明する義務がある。しかし、政治的兵士は、自分が単なる「大

砲の餌」であって、党への信仰、党への服従、党のための闘争のみがもた

らしうる勝利のために共謀する同志の中の同志でないという感覚を決して

持ってはならない！ 
  

自分の考えや提案が十分に聞き入れられない、あるいは行われた決定が党

の考えや利益に反しているという印象を持った政治的兵士は、まず直属の

上司に、さらに党やSAの上位の上司に相談に来た。しかし、ひとたび決

定がなされ、命令が下されれば、政治的兵士はそれに従わなければなら

ず、そのときは、全身全霊を傾けて自分を投入することになる。そうすれ

ば、もう迷いはなく、遠慮もない！ 
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政治家にとって最高権力者は党首である！党首が発言すれば、その問

題は最終的に決定され、党の一般的な路線についてもはや疑う余地は

ない！ 
  

このように服従することを学んだ人だけが、自らリーダーやサブリー

ダーになるのに適しているのです：  
  

従うことを学んだ者だけが、いつか命令を下すことができるようにな

る！ 
  

政治的兵士は、自分自身にも、同志にも、指導的同志の誰にでも、考

え得るあらゆる形態の不規律を容認してはならない。彼は、党が、

我々の革命的な戦闘共同体をブルジョアの豚小屋に退化させる芽を迅

速かつ徹底的に摘み取ることができるように、それを報告する義務が

ある！ 
  

国家社会主義者：規律を学ぶ！服従せよ！そうすれば、勝利は我々の

ものだ！ 
 
 

ファイト！ 
  

闘争は政治的な兵士の生きがいである！ 
  

信仰と服従とともに、「戦え！」という戒めは、党が茶色のシャツを

着た兵士に求める第三の主要な要求であり、また、実際に彼の人生を

最も明確に形作り、兵士らしい人間を形成するものである。信仰と服

従-それは党が他のすべての党員同志に要求するものであり、たとえ自

分自身の生活に完全に浸透するような同じ結果でないとしても：単純

な党員同志は、この精神のもとで、その両方を発揮して、自分の居場

所で能力に応じて党のために働く。しかし、彼は、家族、職業、趣

味、友人の輪など、生活態度において、多くの糸で元の生活と結びつ

いたままである。彼は、これらすべてを党の仕事のために利用し、応

用しようとするだろうが、結局は、ほとんど私生活の通常のルートに
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とどまるだろう。 
  

一方、政治的兵士は、最初の2つの戒めを、自分を国家社会主義革命の

騎士にするための道のりの一里塚としてすでに理解しており、自分の

私生活を完全に、この革命のために従属させるのである。この発展

は、第3の要求で完結する。政治的兵士は、ついにそれまでの生活を捨

て、革命のためだけに生きるのである：  
 

国家社会主義労働者党の政治的兵士は、プロの革命家である。彼の人

生は、体制に反対し、新秩序を求める闘いである。この闘いは、私的

な利益や希望、家族や友人、職業や地位などには全く関係ない。政治

的兵士は、自分自身のことを考えずに党の大義のために戦う。そうす

ることで、彼はすでに支配体制、その秩序、その法律や習慣と完全に

決別している。このため、彼は迫害にさらされる。彼は迫害を自らも

受け、牢獄をくぐり抜け、最終的にはすべてを、自分の命さえも犠牲

にする覚悟がある！ 
  

政治家、職業革命家、革命騎士の人生は、たとえブルジョア的、物質

主義的な基準を持つ外部の人間にはそう見えるとしても、苦しみと犠

牲の連続であるとは想像できないはずです：  
 

この闘争、ブルジョア世界との決別、新秩序への全面的なコミットメ

ントは、必要性への洞察によって示された義務に対する文法的な忠誠

の結果ではない。このような闘争的な生活を送るという決定は、命令

されることもなく、圧力や強要の結果でもないのだ。政治的な兵士

は、常に生贄の子羊や悲劇の人物のように感じているわけではありま

せん。気分や経験によって、時折そのように感じることもある。しか

し、心の奥底では、自分はそれ以外の生き方はできないし、それ以外

の生き方はしたくないと思っているのである。シュトゥルム・アブテ

イルングは、徴兵されるような恣意的な小部隊ではありません。国家

社会主義労働者党を特徴づける3つのタイプの人間のうちの1つ、兵士

的人間、戦闘員の体現であり組織形態である！ 
  

そうでなければ、虚無、退屈、無意味が彼を圧倒し、窒息させてしま

うからである！ブルジョア体制は、それゆえ、彼に何も与えず、彼を
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堕落させることもできない。彼は、主に思想的知識からではなく、人

生に対する感情から、それに対して免疫を持っている。したがって、

闘士は、たとえこの人生が外部のブルジョワには外見上不幸に見える

としても、闘争の中にのみ自分の人生の意味と幸福を見出すのであ

る。もちろん、この闘争は、党に対する信念とその一般路線の実行に

根ざして初めて、闘士自身の人生を超越した意味を持つようになる。

政治的兵士は、自己に課した目標のために戦うのではなく、また自分

と同類のためだけではなく、党の勝利のために戦うのであり、党は彼

に目標を示し、党の路線を定めることによって彼に具体的な任務を与

える！ 
  

今日の禁酒の時代において、問題は、NSDAPが、行動可能な革命の政

治的前衛として、まだ再登場していないことである。したがって、現

在の国家社会主義者の思想共同体の歴史において、当初は、この状態

に対抗することによってのみ生きることができる過激派だけが集まっ

ていた。そのような人々は、すぐにお互いを見つけ、すぐにお互いを

認識した。彼らは嵐の分遣隊となったが、その分遣隊には、自分たち

に属して道を示してくれる党がまだ欠けている。したがって、彼らは

自分たちの任務を綱領の策定やイデオロギーの展開に見ることはな

かった--彼らはただ具体的な言葉で闘争を取り上げたのである。そし

て、この闘いは、NS禁止令に反対し、NSDAPの新しい基礎を求める闘

いでなければならなかった。そして、この新しいNSDAPだけが、政治

的な方針を詳細に決定することができたのである。第一部で述べたよ

うに、この新しいSAは、その間に、実質的に国家社会主義運動をISと

する共同体となった！今日、政治的兵士は、NS禁止令に反対し、

NSDAPの新しい創設のために闘う彼を導く上司に従います。彼は、旧

党の正当な相続人であり、新党の先駆者である我々の共同体が彼に与

えた一般的な路線に従って闘います！ 
 
 

BE TRUE ！ 
  

私たちの名誉は忠誠というものです！ 
  

これは、ヴァッフェン-SSの戦闘員の歴史的モットーであった。それは

最終的にはすべての政治的な兵士に当てはまる：  
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名誉ある人-それは、自分の行動が自分の信念と調和しており、そこから

生じる義務と結果を進んで確実に受け入れ、履行する人です。このよう

な人は、同胞の目から見て尊敬に値し、自分を尊敬することができ、許

され、名誉を保有する。将来の国家社会主義人民国家および国家社会主

義運動一般において、われわれは、われわれの隊列において働き、戦う

すべての者が、名誉を有する者であることを期待する。しかし、この名

誉は、一回限りの決断によって得られるものではなく、自分の信念とそ

こから生じる義務に対する生涯にわたる忠誠によってのみ得られるもの

である！だからこそ、われわれの名誉は忠誠と呼ばれるのである。だか

らこそ、党は、他のすべての戒律に加えて、その政治的兵士に対して、

自分の闘争と人生に対する態度を、自由に取り消すことができる一回限

りの決定として理解するのではなく、その中に天命を認識し、生涯にわ

たって忠誠を尽くすべき名誉ある任務を認めることを要求しなければな

らないのである！ 
  

忠実であれ！」という戒めは、他のどんな戒めよりも、私たちの思想と

運動の不滅性を保証しています：  
 

第一部では、組織を禁止することはできても、思想は禁止できないし、

何よりも思想に固執する人々を禁止できないこと、したがって、弾圧や

禁止が運動を破壊するのではなく、人々の無関心と諦念だけが運動を破

壊できることを指摘した。しかし、同志の忠誠心は、禁酒法よりも強

く、無関心と諦観へのあらゆる誘惑を追い払う--しかも、数年間だけでな

く、ずっと：政治的兵士の各世代（私たちはすでに3世代目ですが）は、

思想と運動に対する忠誠心のおかげで、国家社会主義を未来に引き継ぐ

のです！今日、16歳や18歳の戦闘員として私たちに加わる人は、それ自

身が次の50年の運動の道を支え、可能にする橋渡し役となるのです。そ

して、この忠誠心は、その後、適切なタイミングで次の世代の変化をも

確保することになる：戦闘員の意志は、ブルジョワの体制よりも強い！

しかし、政治家の信念と運動への忠誠において、この意志は日々新たに

証明される！ 
  

信義則の戒律は確かに一番難しいですね：  
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熱狂の炎は、すべての人間に強い力を呼び起こす。しかし、特に戦士

は、本来、冒険、力のテスト、男性的テスト、抵抗や敵の克服を楽しむ

ものである。しかし、戦士の道は、やがて、苦しみ、犠牲、すべてのブ

ルジョワの快適さと便利さの放棄、刑務所への道、そしておそらく死へ

の道であることが判明する。そして、この道は、一度だけの努力で極め

ることはできず、毎年、10年、10年と闘い続けなければならない。この

ことが個人にとってどのような意味を持つかは、我々のコミュニティの

戦闘的なエリートに属する者だけが判断できる！ 
  

1923年11月9日の蜂起が失敗し、党が禁止されたとき、NSDAPの古参幹部

はそうした。それは、400人の血の証人にもかかわらず、闘争の第一期の

茶シャツが行ったことであり、全世界がドイツを破壊しようとしたとき

に自ら犠牲となったヒトラーユーゲントの英雄たちが行ったことであ

る；戦後ドイツが破壊され、ドイツの復活や国家社会主義の新たな勝利

の希望さえも不可能と思われたとき、帝国戦線の政治的兵士たちが行っ

たことであり、未来への唯一の展望が信仰者の消滅にあると思われた長

い夜の間、不動の国家社会主義者が行ったことである！そして今日、WE

は信仰者を守り続けている-すでにいくらか良い状況にあり、新しい始ま

りへの展望も広がっているが、依然として困難で、ほとんど絶望的な状

況にある。私たちの運動の歴史は、なんという英雄的な歌なのでしょ

う！  
 

そうです。今日、一部の人々の心の中にしか存在しない太陽が、いつの

日かドイツとヨーロッパに再び輝きを取り戻し、私たちの旗が再び自由

に風になびく日まで、私たちはどんなことがあっても忠誠を誓い続けま

す！ 
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